




























































































































































いう概念には， 「二者択一」 （ゲフゲン）， 「競争的」 （ギールシュ），
















































































































































































































































































































































































クニップスによれば， 「利害競合」は「純粋競合J ( reiner Konflikt）と


























































資料： Jahr,W. A., ,,Das Problem der Wirtschaftsordnung“， in Individuum und Gem-
einschαift, St. Galen, 1949, SS. 237-238 （イエー ル， W.A.「経済秩序の問題」， 『個
人と共同社会』ザンクト・ガレン， 1949年， 237-238頁） . G誌fgen,G.，”Allgemeine 
Wirtschaftspolitik", in Ehrlicher, W. u. a., Kompendium der Volkswirtschaf-
一131(409）一
tslehre, Bd. 2, Gottingen, 19伺， SS.149-150 （ゲフゲン， G.「一般経済政策論」，エー
ルリッヒヤアほか編『国民経済学概説』第2巻，ゲッテインゲン， 1968年， 149-150頁）．
Giifgen, G., Theorie der wirtschαiftlichen Entscheidung, 2. Aufl., Tubingen, 1＇使i8,
SS. 119ー 121（ゲフゲン， G.『経済決定論』第2版テューピンゲン， 1968年， 119-121
頁） . Putz, T.，”Der Kompromi/1 in der Wirtschaftspolitik", in Ohm, H. (Hrsg.), 
Met九odenund Probleme der Wirtschα'ftspolitik, Berlin, 1964, S. 59, S.侃（ピユツ
ツ， T.「経済政策における妥協J，オーム編『経済政策の諸方法と諸問題』ベルリン，
1964年， 59頁， 68頁） . Kirschen, E. S., Internationale vergleichende Wirtschα'ft-
spolitik, Berlin, 1967, SS. 255-256 （キルシェン， E.S. 『経済政策の国際比較』ベル
リン， 1967年， 255-256頁） . Knips., W., Die Problemαtiた wirtschα'ft叩olitischer
Zielたonflikte,Tiibingen, 1970, S. 81 （クニツプス， W.『経済政策の目的競合の問題点J
テユーピンゲン， 1970年， 81頁） . Ott, A. E., ,,Magische Vielecke“， in Ders. (Hrsg.), 
Frαgen der wirtschα'ftlichen Stαbilisierung, Tiibingen, 1967, SS. 94-95 （オット，
A. E.「魔法の多角形」，オット編『経済安定化の諸問題』テューピンゲン， 1967年， 94-
95頁） . Baumgarten, P. und Miickl, W. J., Die mぷglichelnkompαtibilitぷtwirt-
schαift叩olitischerZielsetzungen, Tiibingen, 1968, SS. 37-38 （パウムガルテン， P.
とミユツクル， w.J.『政策目的設定の非両立性の存在可能性』テューピンゲン， 1968年，
37-38頁） . Albert, H.，”Wissenschaft und Politik. Zurn Problem der Anwendbar-
keit einer wertfreien Politik", in Topitsch, E. (Hrsg.), Probleme der Wissensc-
hα'ftslehre, Wien, 1960, S. 224 （アルパー ト， H.「科学と政策。価値排除の政策への適

































































対的非両立性」 (absolute Inkompatibili凶t), 「体系条件付き非両立性」
(systembedi-ngte Inkompatibili仏t), 「構造的非両立性」 ( strukturelle In-
kompatibili凶t), 「状況条件付き非両立性」 (situationsbedingte Inkompa-
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tibilit副）， 「経済政策的条件付き原因」 ( wirtschaf tspoli tisch bedingte 
































資料： Mehler,F., Ziel-Mittel-Konfliktαls Problem der Wirtschftspolitik, Berlin: Verlag von Duncker & Humblot, 1970, S. 133 （メーラァ，

































かつて進むことを考え， 「満足できる経済成長J' 「物価安定」， 「十分な



















































































1 2 3 4 5 
(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) (9) 。功 (1) (12) (13) (14) (15) (16) 。力
物 雇 国 成 そ 福 1,. 」 安 自 の 秩 勢 fl 草 他 特 殊
(1）物価安定 物
経済的に (2）完全雇用 雇 。 。。。。。。。。。。。。。。。
決定した (3）国際収支の均衡 国 。経済政策
の目的 (4）経済成長 成 。 。 。。。。。。。。。。。。。
(5）その他の目的 そ 。 。
(6）福祉 福 。 。 。 。。。。。。。。。。。
社会政策的に (7）社会的公正 fム：入泊、 。 。 。
決定した 2 (8）社会的安全 安 。 。 。 。:o:o 。。。。。。。経済政策
の目的 (9）経済的自由 自
。 。 。 。
(10）その他の目的 の 。 。 。 。 。 。。。。。。。
(1）秩序 秩 。 。 。 。 。
国家が ω勢力均衡 勢 。 。 。 。 。 。 。。。。。
決定した
3 ω自立 立 。 。 。 。 。 。経済政策
の目的 （凶革新 革
。 。 。 。 。 。 。 。。。
(15）その他の目的 他 。 。 。 。 。 。 。
4 (16）特殊な目的 特 。 。 。 。 。 。 。 。 。






閥： 1. 4は政党が決定した経済政策， 5は組織集団ないし結合が決定した経済政策を示している。
2. 0印は縦と横の交叉した欄の政策目的の競合を表わしている。例えば，縦の（2）と横（9）の競合は「安，自Jの競合分野である。
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